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進行性の慢性間質性肺炎は治療抵抗性であることが多く、一般的に 50歳以上に好発し特発性肺










画像上、最も顕著な所見は網状影であり大部分の HRCT 所見は典型的な IPF/UIP とは異なるもの
であった。IPF/UIP は若年者の予後不良な慢性間質性肺炎としては稀であった。 
